
日本鉄道施設協会誌 2025.9　683

3

企画趣旨ミニ特集

大震災を振り返り災害への備えを考える 目次

　9月1日防災の日は関東大震災や台風襲来が多い二百十日にあたり、「災害への備えを怠らないように」という戒めを込めて
制定され、各地で防災訓練等が行われています。
　災害は絶えることなく起こっており、３０年前には阪神淡路大震災が発生し、関西の大都市圏・大動脈鉄道が壊滅的損害
を受けました。この時は関西鉄道人の使命感と頑張りにより数か月のうちに復旧することができましが、その早期復旧のポイ
ントとしては
・ 運輸省（当時）の検討委員会が素早く立ち上がり復旧のための技術基準が早期に示されたこと
・ 各鉄道会社が存亡の危機と認識し、各社のクライシスマネジメントが機能し、利用者のための早期復旧が最優先事項とされ
たこと

・ 全国規模での鉄道技術者の応援があったこと、平常時のコミュニケーションが、災害時に活かされた
等があります。
当時開催された関係者の座談会（施設協会誌１９９５年９月号）では、松本嘉司先生（東京理科大教授（鉄道施設耐震構造検

討委員会委員長））から「今回は皆さん方がいてよかった。後輩に繋いでいってほしい」という印象深い発言がなされています。
　その後、耐震基準等が改正され、各鉄道事業者は耐震強化に向けてそれぞれ取り組み、その後発生した大地震において
も、被害が軽減されるなどその効果は表れています。現在でも、あらたな対策も含め、各社で更なる被害軽減に向けた取組み
を行っています。
　しかしながら、大地震による被害を完全になくすことは不可能であり、大地震に直面した時には状況に応じて、技術者とし
ての判断、行動が必要となってきます。
　本特集では、その時に備え、早期復旧の重要なポイントとなる教育、訓練、復旧ノウハウ蓄積、関係する箇所との相互連携と
いった「災害への備え」にどのようにとりくんでいるか、各社の取り組みを紹介します。
　そのあとに阪神淡路大震災の被害写真を掲載しました。同様な写真をこれまでも見たことはあると思います。この写真をみ
て、改めてこのような災害が目の前に発生したとき、各自、各社がどういう行動をとるべきか?今の取り組みで大丈夫か?とい
う問いかけを自らに行ってほしいという思いで掲載しました。
　同様に参考となる文献を紹介しています。阪神淡路大震災に関わる資料は多々ありますが、鉄道に関わる激甚な被害状況、
復旧方針、現場での苦労等がわかる資料を中心に掲載しています。
　これらの資料を含めて、松本先生の言葉を今一度かみしめ、考えて頂く機会にして頂ければ幸いです。
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